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1. 本論文の概要 

本論文では，鳥類ハシブトガラスをモデル動物として３つの研究を行い，群れ内の優劣順

位がいかにして維持されるのかという問題を行動学的および生理学的観点から検証すること

を目的とした。特に，高順位個体の存在が他個体の行動や生理反応に及ぼす影響に焦点を当

て，社会的文脈を介したトップダウン的過程という側面から，順位維持の行動・生理基盤を

明らかにすることを試みた。本論文は，ハシブトガラスを対象として優劣順位の維持を支え

る個体レベルの行動と生理反応を社会的文脈の影響に拡張した新たなアプローチとなってい

る。研究 1〜3 の結果を通して，高順位個体の存在が他個体の行動と生理反応を非接触的に抑

制し，群れ全体の社会的予測可能性と生理的安定を維持する要因として機能することが示唆

された。本研究の知見は，勝敗経験の累積によって形成されるボトムアップ的（自己組織化

的）過程だけでなく，第三者の存在を介したトップダウン的（社会的行動的）過程によって

も維持されている可能性を示すものとなっている。 

 
2. 本論文の構成（目次） 

第 1 章 序論 

 1-1 優劣順位の基本概念 

  1-1-1 個体間の競争と群れ生活 

  1-1-2 優劣順位の構造的特徴 

  1-1-3 攻撃交渉における勝敗の決定要因：個体特性と社会的支援 

  1-1-4 優劣順位に関わる認知的能力 

  1-1-5 社会構造を動的プロセスとして捉える視点 

 1-2 行動的・生理的フィードバックループによる優劣順位のボトムアップ形成 

  1-2-1 勝者・敗者効果 



  1-2-2 勝者効果を支える短期ホルモン変動 

  1-2-3 敗者効果を支える短期的なホルモン変動 

  1-2-4 経験による長期的な行動変容：報酬学習と敗北記憶の神経基盤 

  1-2-5 勝者・敗者効果の問題 

 1-3 第三者の存在を介したトップダウン的な行動調整メカニズム 

  1-3-1 社会的ストレスと予測可能性の問題 

  1-3-2 文脈依存的行動調整としての第三者効果 

  1-3-3 注目される存在としての上位個体 

  1-3-4 高順位個体が注目される背景にある神経基盤 

  1-3-5 文脈依存的に発現するトップダウン抑制 

 1-4 カラスの社会 

  1-4-1 鳥類の社会と認知的課題 

  1-4-2 カラス科の社会の多様性 

  1-4-3 ハシブトガラスの社会 

 1-5 本研究の目的 

第 2 章 研究 1 ハシブトガラスの接近―回避ネットワークにおける中心個体の検討 

 2-1 目的 

 2-2 方法 

 2-3 結果 

 2-4 考察 

第 3 章 研究 2 １位個体の不在が群れの他個体に与える影響の検討 

 3-1 目的 

 3-2 研究 2-A-1 テストステロン計測系の立ち上げ 

  3-2-1 研究 2-a-1 方法 

  3-2-2 研究 2-a-1 結果 

  3-2-3 研究 2-a-1 考察 

 3-3 研究 2-A-2 コルチコステロン計測系の立ち上げ 

  3-3-1 研究 2-a-2 方法 

  3-3-2 研究 2-a-2 結果 

  3-3-3 研究 2-a-2 考察 

 3-4 研究 2-B-1 1 位個体の短期的除去が群れの個体の行動に与える影響の検証 

  3-4-1 研究 2-b-1 方法 

  3-4-2 研究 2-b-1 結果 

 3-5 研究 2-B-2 1 位個体の長期的除去が群れの個体の行動に与える影響の検証 

  3-5-1 研究 2-b-2 方法 

  3-5-2 研究 2-b-2 結果 

 3-6 研究 2-B 考察：1 位個体の不在がもたらす短期的・長期的影響 



 3-7 付録 A（APPENDIXA） 

第 4 章 研究 3 第三者の存在が群れ個体の攻撃交渉に与える影響の検討 

 4-1 目的 4-2 研究 3-A 方法（予備実験） 

 4-3 研究 3-A 結果と考察（予備実験） 

 4-4 研究 3-B 方法 

 4-5 研究 3-B 結果 

 4-6 研究 3-B 考察 

 4-7 付録 B（APPENDIXB） 

第 5 章 総合考察 

 5-1 本論文の主たる結論 

 5-2 経験依存的形成と文脈依存的維持の補完的関係 

 5-3 参照点機能を支える認知的基盤について 

 5-4 高順位個体の不在と社会的ストレス 

 5-5 他種への一般化 

 5-6 本博論の限界と展望 

 5-7 結論 

引用文献 

 
(3) 各章の要旨 

 第 1章（序論）では，動物社会における優劣順位を理解するための理論的枠組みと研究動

向を整理し，本研究の位置づけを明確にしている。優劣順位の機能的意義や構造的特徴，勝

敗を規定する個体特性・社会的支援，順位認知に関わる認知能力を概観するとともに，勝者

―敗者効果や第三者の存在によるトップダウン的調整など，順位を動的プロセスとして捉え

る視点を提示した。また，カラス類の社会的特性を踏まえ，本研究がハシブトガラスを対象

として，優劣順位の行動的・生理的基盤を統合的に検証することを目的とする点を示してい

る。 

 第 2 章（研究 1）では，ハシブトガラスの群れにおける優劣順位と回避行動の関係につい

て，回避ネットワーク分析を用いて個体間の攻撃・回避行動を定量化し，屋外飼育群れ内に

おいて他個体からどの程度注目される個体が存在するかを検討した。どの個体が回避関係の

中心に位置づけられるのかを明らかにすることで，単純な順位の上下関係だけでは捉えきれ

ない社会構造の特徴を分析した。その結果，接近行動に対する回避の方向性から得られたネ

ットワーク構造は，従来の攻撃交渉データと整合し，非接触的行動からも順位関係を抽出で

きることが示された。中心性指標（PageRank）の高い個体は群れ全体から一貫して回避され

る傾向があり，これらの個体はいずれも高順位であった。これにより，優劣順位が劣位個体

による自発的な行動調整を通じて維持されている可能性が示唆された。 

 第 3章（研究 2）では，群れにおける最上位個体（1位個体）の不在が，他個体の行動およ

び生理状態に与える影響を検討している。まず，テストステロンおよびコルチコステロンの



測定系を構築し，内分泌指標としての妥当性を確認した。その上で，1 位個体を短期的およ

び長期的に除去する操作実験を行い，攻撃行動や回避行動の変化を分析した。その結果，短

期の除去では 2位個体の連続 ka コールが即時的に増加し，再合流後に減少した。一方，長期

の除去では攻撃行動に顕著な変化はみられなかったものの，群れ全体の糞中コルチコステロ

ン濃度が上昇した。これらの結果から，高順位個体の存在が群れ内の行動抑制や社会的安定

に寄与しており，その不在は個体のストレス反応や行動の不安定化を引き起こすことが示さ

れた。 

 第 4 章（研究 3）では，予備実験を通じて実験手法の妥当性を確認した上で，第三者の存

在が群れ個体の攻撃交渉に与える影響を精緻に検討している。実験室下において二個体対面

実験を行い，第三者（観衆）として提示された高順位個体の存在が，当事者の攻撃行動を抑

制するかを検討した。その結果，観衆が 1位個体である場合には被験体の攻撃行動が有意に

減少し，観衆が 4位個体である場合には増加した。また，群れ外個体との対面では攻撃行動

がより頻繁に表出したことから，社会的文脈に応じて行動出力が柔軟に調整されることが示

された。これらの結果は，高順位個体の存在が直接的な介入を伴わずに，即時的な行動抑制

をもたらすことを示している。 

 最後に第 5章（総合考察）では，本論文で得られた一連の結果を統合し，ハシブトガラス

における優劣順位の形成・維持メカニズムについて総合的に考察した。回避ネットワーク分

析，1 位個体の除去実験，および第三者効果の検討を通じて，優劣順位は勝者―敗者効果の

ようなボトムアップ的（自己組織化的）過程と，高順位個体の存在や社会的注目によるトッ

プダウン的（社会的行動的）抑制とが相互に作用することで，動的に安定化していることが

示された。また，順位構造は固定的な序列ではなく，社会的文脈や個体状態に応じて柔軟に

再編される点が強調され，本研究の限界と今後の課題を踏まえつつ，動物社会における秩序

理解への理論的貢献が論じられた。 

 
3. 審査要旨 

本論文の審査会は，2026年 1月 9日（金）12時 30分より開催され，本社会学研究科より

2 名，京都大学より 1 名の外部審査員を含む体制のもと，実験心理学，認知心理学，生物心

理学・動物行動学の観点から審査が行われた。審査は，本論文を基にした青田伊莉安君によ

る研究内容の説明および質疑応答を通じて行われた。なお，本審査会は公開で実施され，審

査員以外にも 6 名の参加があった。 

本研究は，ハシブトガラスを対象として，鳥類社会における優劣順位を，個体間の単純な

序列としてではなく，ネットワーク構造，内分泌指標，第三者効果に関する行動実験を統合

し，動的システムとして捉えた点に大きな意義がある。ネットワーク分析により群れ成員間

の関係性を可視化するとともに，1 位個体の除去実験によってトップダウン的制御の存在を

実験的に検証し，さらに第三者の存在が行動調整に及ぼす影響を示したことで，優劣順位維

持の多層的メカニズムを実証的に明らかにしている。哺乳類を中心として発展してきた社会

階層研究を鳥類へと拡張するとともに，社会的秩序を認知・生理・相互作用の統合過程とし



て理解する新たな枠組みを提示するものであり，動物行動学および比較認知科学の発展に寄

与するものと期待される。 

そのような研究背景の中で，青田君の博士論文は主に以下の 3 点において高く評価できる。 

第 1 に，ハシブトガラスの社会における優劣順位を「動的な社会システム」として捉えた

理論的視点である。動物種によって様々な形で序列や優劣順位が構造化されているが，本論

文では，優劣順位を固定的な序列構造として捉えるのではなく，日常的な相互作用の累積と

再調整によって維持される動的システムとして位置づけている。勝者―敗者効果によるボト

ムアップ的形成過程と，高順位個体や第三者の存在によるトップダウン的抑制を同一の枠組

みで扱うことで，従来分断されがちであったミクロな行動過程とマクロな社会秩序の接続を，

理論的にも実証的にも示した点は評価に値する。この視点は，社会構造の安定性を「固定性」

ではなく「動的安定性」として再定義する重要な理論的貢献である。 

第 2に，行動ネットワーク分析，個体除去という操作実験，内分泌測定を統合した方法論

的独創性が挙げられる。回避ネットワークにより社会構造を定量化し，1 位個体の短期およ

び長期除去によって因果的影響を検証し，その背後にある生理的反応を内分泌指標から捉え

た点は，鳥類研究においては例の少ない包括的アプローチである。本論文では，観察研究に

とどまらない，社会秩序形成の因果メカニズムに迫る実証性の高い分析が可能となっている。	
第 3 に，複雑な社会性と高度な認知能力をもつカラス類を対象として，優劣順位研究を体

系的に展開した点が挙げられる。哺乳類，とりわけ霊長類に偏りがちであった社会階層研究

に対し，鳥類という異なる進化系統から比較可能な知見を提示したことで，社会秩序の普遍

性と系統特異性の双方を検討する基盤を提供した。また，第三者効果や社会的注目といった

認知的側面を鳥類において実証した点は，比較認知科学においても重要な意義を有する。 

以上のように，本論文では，ハシブトガラスを対象とした 3 つの研究を通じて，群れ内の

優劣順位がいかに維持されるのかという問題を，行動学的および生理学的観点から検証して

いる。群れのネットワーク構造，内分泌指標，第三者効果に関する行動実験を統合し，優劣

順位を動的システムとして捉えた点は高く評価できる。本論文に含まれる個々の研究はいず

れも一定水準以上の完成度を有しており，十分に評価に値するものである。以下では，論文

審査および公開審査会における質疑応答を踏まえ，批判的評価も含めて記す。 
本論文は，優劣順位を動的かつ多層的に捉える重要な知見を提示している一方で，いくつ

かの課題も残している。第一に，対象がハシブトガラスという単一種であり，かつ限られた

群れ規模に基づく研究である点が挙げられる。カラス類は高度な認知能力と柔軟な社会性を

もつ一方で，こうした特性自体が優劣順位の形成や第三者効果を強く修飾している可能性が

ある。そのため，本研究で示されたトップダウン的抑制や社会的注目の効果が，他の鳥類や，

より単純な社会構造をもつ種，小規模あるいは大規模集団においても同様に成立するかどう

かは自明ではない。 
確かに序論においては，多様な動物種における群れ行動や優劣順位構造について十分な分

量の先行研究レビューがなされているが，その多くはやや羅列的であり，本研究で焦点化す

る問題との関係性や批判的整理については，もう一段丁寧な議論がなされてもよかったと考



えられる。関連研究と本研究との位置づけを，序論においてさらに明確にしてほしかったと

いう点は，審査員に共通した見解であった。例えば，系統発生学的観点やコミュニケーショ

ン様式など，いくつかの軸に基づいたクラスター化による比較的・構造的なレビューが提示

されていれば，研究の意義がより明確になったと考えられる。また，群れ規模の違いによっ

てネットワーク構造や順位の安定性が変化する可能性も十分に考えられるため，今後は少な

くとも異なる規模や異なる特徴をもつ群れを対象とした研究を通じて，本研究の知見がどの

範囲まで一般化可能であるのかを検討する必要がある。 

また，個々の研究はいずれも興味深い結果を示しているものの，研究間の関連性や理論的

統合が十分に行われていないという指摘もなされた。さらに，実験操作に伴う行動変化と内

分泌反応との因果関係を明確に切り分けきれていない点も課題として挙げられる。本研究で

は，テストステロンおよびコルチコステロンを指標として社会的操作に伴う生理的変化を捉

えているが，これらのホルモン変動が行動変化の原因であるのか，結果であるのか，あるい

は両者が相互に影響し合う循環的過程であるのかについては，明確な結論を導くことが難し

い。 

特に，ホルモン測定が主として事後的かつ集約的に行われている場合，短時間で生じる行

動調整や文脈依存的な反応を十分に捉えられない可能性がある。例えば，群れ飼育下におけ

る糞試料を用いたホルモン測定では，ホルモンの種類によって日内周期や排出までの時間差

が異なるため，採取時刻や排泄時刻の違いが測定値に影響を及ぼす可能性がある。血液サン

プルを用いた測定の方が，より時間分解能の高い，安定したデータが得られた可能性も考え

られる。また，内分泌反応は社会的刺激以外にも，環境条件や個体の生理状態の影響を受け

やすいため，どの程度が社会的要因（順位や社会的文脈）に由来する変化であるのかを解釈

する際には，慎重な検討が求められる。今後は，高時間分解能の測定手法や精度の高いホル

モン操作実験，さらには神経活動指標との併用などを通じて，行動―生理連関の因果構造を

より精緻に明らかにしていくことが期待される。 

その他の課題として，カラス類という対象の選択がもつ理論的射程の広さや発展可能性に

比して，その考察がやや限定的にとどまっている点も指摘された。序論でも述べられている

ように，カラス類は高度な社会認知能力や長期記憶を備えており，社会的序列や群れ維持に

影響を及ぼす要因は，単純な順位関係やそれに基づくコミュニケーションに限られない可能

性がある。しかし本論文では，実験操作と得られた結果との因果関係の解釈に重点が置かれ，

その背後にある認知的・神経的メカニズムについての踏み込んだ考察は十分とは言い難い。 

さらに，群れの序列構造を明らかにする際に，個体間の接近―回避ネットワークに対して

再帰的アルゴリズムである PageRank 指標が用いられているが，この量的指標とホルモン値

との関連性など，個体特性をより多面的に定義し得る分析も可能であったのではないかとの

意見が示された。身体的特徴や年齢，性差などを含めた多様な指標を交絡要因として数理モ

デルに組み込み，群れ全体を特徴づける試みも今後の課題として挙げられる。また，本研究

で示された社会的評価やトップダウン的制御による集団維持メカニズムが，同じカラス類の

他種，認知能力の異なる鳥類，さらには社会的相互作用がより単純な動物種においても成立



するかどうかについては，今後の検証が必要である。同じハシブトガラスであっても，群れ

サイズの違いによってこれらのメカニズムがどのように変化するのかは未解明である。 

もっとも，これらの点は今後の発展的研究によって十分に検討可能な課題であり，哺乳類

中心であった社会階層研究に対して，進化的に離れた系統から高次の社会制御メカニズムを

検証する方法論を提示した点は，本研究の大きな利点でもある。今後，認知的負荷の異なる

課題設定や他種との比較研究を通じて，社会秩序形成における認知的要因の普遍性と限界が

さらに明らかにされることが期待される。 

以上のように，本論文にはいくつかの課題は存在するものの，それらの多くは著者自身が

問題点として認識し，将来の課題として位置づけている点も評価できる。これらの課題は，

本論文の学術的価値を大きく損なうものではない。従来用いられてきた動物群の行動を可視

化し序列を明示する手法を，著者なりに改良して量的指標化を行った点や，インハウスで新

たにホルモン測定系を立ち上げた点，さらに上位個体の除去実験やマジックミラーを用いた

新たな実験手法を確立した点などは高く評価できる。これらは他の動物種にも応用可能な方

法論であり，心理学的研究に積極的に導入して実験研究を積み重ね，成果を導いた点には，

著者の高い研究遂行能力が示されている。一方で，公開審査会においては，審査員からの質

問に対する応答がやや不十分である場面も見受けられた。ただし，この点については研究者

としての経験を重ねる中で改善されていくものと期待される。 

なお，博士課程在籍中に指導教授の退職に伴う主査変更など，様々な困難があったにもか

かわらず，追加実験を行うなどして研究を完成させた努力については特筆するべき点であろ

う。論文審査や公開審査会での厳しい意見や質疑については，主査・副査ともに，青田君の

研究の内側からではなくより厳密科学として外側から求めるものだったことは否めない。そ

れでも，研究の独自性および新規性は高く，カラス類の動物研究にとどまらず，群れ内に順

位や階層構造をもつ動物種全般に適用可能な方法論を提示している点は高く評価できる。今

後の動物行動研究および比較認知研究への波及効果も大きいと考えられる。なお，本論文に

含まれる研究は，すでに国際専門誌に第一著者として掲載されており，査読付き国際誌に第

1著者として 2編（Journal of Veterinary Medical Science誌，および Royal Society Open Science
誌），さらに理論的研究については社会学研究科紀要に 1編が掲載されている。これらの実績

からも，著者が着実に研究者としての能力を身につけてきたことがうかがえる。 

本論文における論理展開の堅実さ，実験手続きの適切性，分析の妥当性に加え，新たな測

定系を構築するなどの研究者としての主体的努力を総合的に考慮すると，本論文は博士（心

理学）の学位論文として十分な水準に達していると判断できる。 

以上の理由により，我々審査委員一同は，本論文を青田伊莉安君に対する博士（心理学）

の学位授与にふさわしいものと判断する。 




